
（別紙３）

～ 2026年　8月　31日

（対象者数） 15 （回答者数）
9

～ 2025年　8月　27日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も一人ひとりの個性や成長に合わせた支援を大切にし、

個別活動や集団活動を通して、さまざまな経験や人との関わ

りを広げていきます。また、日々の支援を職員間で振り返

り、ご家族様とも成長や課題を共有しながら、より良い支援

につなげていきます。

2

休息できるスペースや設備をさらに整えるとともに、ご家族

様とも相談しながら、一人ひとりの身体状況に応じた支援方

法を職員間で共有し、安心して心地よく過ごせる環境づくり

を進めていきます。

最大定員7名という少人数ならではの家庭的で温かな雰囲気を

大切にし、一人ひとりの個性や気持ち、成長のペースに寄り

添った支援を行っています。「できた」「楽しい」「やって

みたい」という気持ちを育み、自信や自己肯定感につなげな

がら、安心して自分らしく過ごせる居場所づくりを大切にし

ています。

ご利用者様やご家族様との日々のコミュニケーションを大切

にし、一人ひとりの得意なことや興味・関心、気持ちに寄り

添った支援を心がけています。第二の家のように安心して自

分らしく過ごせる環境を大切にし、「できた」という経験を

積み重ね、その安心感を土台に新しいことにも挑戦できるよ

う職員全体で支援しています。

車いすを利用されているお子様の受け入れを行い、一人ひと

りの身体状況や特性に合わせた支援に取り組んでいます。障

がいの程度にかかわらず、それぞれが安心して活動に参加

し、さまざまな経験を重ねられる環境づくりを大切にしてい

ます。

今後も一人ひとりの個性や成長に合わせた支援を大切にし、

個別活動や集団活動を通して、さまざまな経験や人との関わ

りを広げていきます。また、日々の支援を職員間で振り返

り、ご家族様とも成長や課題を共有しながら、より良い支援

につなげていきます。
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3

ご利用者様の興味や「やってみたい」という気持ち、ご家族

様の意見も取り入れながら、活動や体験の幅をさらに広げて

いきます。さまざまな経験を通して、一人ひとりの得意なこ

とや楽しみを見つけ、自信や生活に必要な力につながる支援

を充実させていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動内容に応じてスペースの使い方を工夫するとともに、必

要に応じてカーテン等で空間を仕切り、一人ひとりが安心し

て落ち着いて過ごせる環境づくりに努めます。

2

階段昇降時は職員2名で対応するなど安全を最優先とし、ご

家族様と相談しながら、お子様の身体状況に応じた安全な介

助や受け入れ体制の充実に努めます。

3

今後はお子様にも参加していただく避難訓練を定期的に実施

するとともに、訓練の様子や非常時の対応についてご家族様

にも分かりやすくお伝えし、安全に関する取組の充実に努め

ます。

一人ひとりの興味や得意なことを大切にしながら、さまざま

な活動や体験を取り入れ、楽しみながら新しい経験や生活に

必要な力を身につけられることが当事業所の強みです。

公園での外遊び、工作、パソコン、音楽療法、クッキング、

買い物ごっこなど、さまざまな活動を取り入れています。ま

た、ハロウィンやクリスマスなどの季節イベントや、長期休

暇には工場見学、映画、カラオケなどの外出活動も行い、楽

しみながら人との関わりや社会経験を広げられるよう工夫し

ています。

非常時に備えたマニュアルの整備や職員による訓練を行って

いますが、お子様が参加する避難訓練や、ご家族様への取組

内容の周知が十分ではないことが課題です。

これまで職員を中心とした訓練となっており、お子様が参加

する訓練の機会や、ご家族様へ非常時の対応についてお伝え

する機会が十分ではなかったため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所のスペースに限りがあるため、活動内容や利用状況に

よっては、十分な活動スペースや個別に落ち着いて過ごせる

空間の確保が難しい場合があります。

建物の構造やスペースに限りがあり、活動内容やお子様の状

況に応じた十分なスペースを確保することが難しいため。

事業所が2階にあり、建物の構造上十分なバリアフリー化が難

しいため、車いすを利用されているお子様等の階段昇降や移

動に負担があります。

事業所が2階にあり、建物の構造上、エレベーターの設置等の

バリアフリー化が難しいため。


